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本科短期留学で、天津外国語大学を
訪ねました。

　来日してから中国の暮らしには無縁でした。なぜなら帰郷しても家族
や親戚、友達があらゆる事を代わりにしてくれていたからです。しかし、
今年は本科の短期留学の引率として三週間弱北京で生活をしました。
　北京に来て三日目の早朝、前半引率の先生を見送りに一階のロビーに降
りると、日中学院の学生がいました。先生を見送りに来たのかと話しかけた
ら、「お粥の出前を待っているの」と携帯電話を手に嬉しそうに言いました。
　後半の引率だったので、学生たちは私より 2 週間ほど前に北京に来て
いたのですが、このように学生たちはもうすでに現地の大学生と同じ生
活を送っているのでした。この同じ生活というのは現金を使わずに、ス
マホ支払い「微信支付（wechatpay）、支付宝（Alipay）」の生活です。
これが私が北京に着いて一番に驚いたことでした。
　食堂から、コインランドリー、買い物、出前、地下鉄、バス、シェア
自転車まで、自分の支払い QR コードを読み取らせて「ピッピッ」、スマ
ホに指紋認識機能があれば、たった 2 秒で完了です。その機能がないな
ら 6 桁の暗証番号の入力が必要です。それでも 3 秒で OK です。その後
支払いをした時間と金額の通知がすぐにスマホに届きます。安全面でも
問題ないと思います。
　食堂やスーパーなどでは現金も使うことができますが、主流ではない
ので、店側がお釣りを用意するのに時間がかかったりして、混んでいる
時間帯に後ろの方を待たせてしまうなどストレスを絶えず感じます。コ
インランドリーはスマホを使えば一番近くにあるどの洗濯機が空いてい
るかわかるし、あと何分で洗濯が終わるかなども外出先や部屋にいなが
ら把握できます。また、食事はすべて食堂に頼るしかなかった大学生に
とって安くて、早くて、できたての全国各地の料理の出前はとっても有
難く、大切な存在です。現金でも出前やネットショッピングができます
が、範囲はぐっと狭まります。
　レストランでは一般的なメニュー
からデジタルメニューに移り、QR
コードでメニューを読み込んで、注
文から支払い、割り勘まで携帯電話
の画面をタップするだけで済みます。
大勢で食事をする時でも、皆それぞ
れメニューを見る事ができます。ど
の店でも無料 wifi があります。“ 请给

我看看普通的菜单 ” とお願いすれば
普通のメニューも見せてくれます。
　現金を渡したり、細かいお金を用意
しなくていいので、何人かで食事して
も、支払いはその内の一人がするとい

初めての本科短期留学の引率を終えて 
　　−−又方便又安全 本科専任　張蕾

「wechatpay」の支払い明細画面
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本科短期留学で故宮博物館を見学しました。
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う中国の食文化の中で、電子決済は割り勘を受け入
れやすい事にしたし、お金の話をしやすくしました。
　北京市内の移動は主に地下鉄とバスです。それ
までスイカのようなカードを使っていましたが，
今年からはスマホの乗車アプリ（乗車用 QR コー
ド）が使用され始めました。一番の特徴は窓口で
のチャージが必要ないところです。
　またタクシーも、数年前からスマホで呼べるよ
うになりました。呼んだタクシーがあと何分で、
何メートルで現在地に着くか自分のスマホでリア
ルタイムで知ることができ、その時間に合わせて
道路側に出れば間に合うので、体調や天気の悪い
時に非常に助かります。スマホで呼ぶタクシーは
とにかくきれいで、運転手さんも優しいです。ま
た、タクシーを呼ぶ時に車のランクも選べるし、
乗車したらミネラルウォーターが用意されていま
す。暑い日には、本当に有難いです。目的地に着
いたらそのまま降りれば良いし、料金は wechat 
pay で自動決済されます。ただし現地の携帯電話
が必要です。
　飛行機や新幹線など各種のチケット購入はもち
ろん、チケットが自宅に届きます。宅急便もアプ
リ一つで住所入力すらなしでできちゃいます。家
族間の送金も指一本で、受け取る方も指一本です
みます。
　便利、便利、便利。（重要な事は三回言うとい
うのが今の中国の流行りです。）日常生活にある
手間は最大限に省かれますから、電子決済はもは

や生活に不可欠なものです。電子決済するには
銀行口座が必要です。中国の銀行で口座を作るの
にビザと現地の携帯電話が必要です。それは日本
人にとってなかなかハードルが高いものです。日
本では wechatpay、支付宝のアカウントの設定
ができます。しかし海外バージョンの支付宝の開
設条件が変わったりしますので、実際日本のクレ
ジットカードが紐づけさせても使えるかどうかは
ちょっと不安があります。中国の知人や友人に現
金を渡して、友人から同額の電子マネーを送金し
てもらうのが一番簡単です。wechatpay なら日本
国内で現金でチャージすることができます。
　今回は北京で百元札をすり替えられ、偽札をも
らいました。もし始めから電子決済していたらそ
んな被害に遭わずに済んだのに。これから中国に
行かれるなら、是非電子決済をチャレンジしてみ
てください。

　講習会の課外活動で中国からの「帰国子女」と
の座談会がありました。当時、帰国した家族たち
は最終的な居住地が決まるまで、北品川にある引
き揚げ者住宅に仮住まいしていました。この座談
会で紹介された K さんは上海から帰国した子女。
後日、勇気を奮い起こして電話して、あらかじめ
書いておいた「日曜日に遊びに行ってもよいか」
というメモを読み、「好」という声を聞くや電話を
切りました。それ以上会話を続ける能力がなかっ

たからです。これが「実践中国語の第一歩」でした。
K さんの家族との交際はごく最近まで続きました。
国交が未回復で、新聞や本で知るほかなかった時
代に、K さんの家族は想像の中国と実際の中国と
の落差を埋める大きな役割を果たしてくれました。
この時期知り合い、交際した S さんの家族ともか
なり長い間往来がありました。国交回復後のこと
ですが、私が職場の出張で上海に行ったとき、文
革中にもかかわらず、S さんのお兄さんに面会で
きました。お兄さんからは妹の S さんの好物「鴨
珍肝」を日本に持ち帰るように託されました。【完】

学院長の思い出話３
帰国子女との交流



 

　いままで堅物の存在と思われていた『中国年鑑』。
毎年の大黒柱でありながら、長年書架の片隅に無
言でデンと座り続けていました。ところが今年発行
『中国年鑑　2018』中国研究所編　明石書店のペー
ジを開いたところ、意外なおもしろさを発見！
「引く」から「めくる」へ、「調べる」から
「読む」へのレボリューション

　今や中国年鑑は調べるた
めに引く資料ではなく、中
国への知識を広げさせてく
れる楽しい読み物となりま
した。
　日誌面では、365日を政治、
経済、社会・文化・科学、
対外関係、日中関係の５項
目に分けて記し、一般のマ
スメディアからはなかなか
得られない興味深い情報を提供してくれています。
　また、動向として「暮らし」面では大気汚染の
改善、定着してきたシェア自転車、モバイル決済
やフードデリバリー・サービスを。「文学」のペ

図書室
だよ
り

ージでは、昨年本学院でも講演された劉震雲さん
や張悦然さん等、人気作家や話題に上った作家た
ちが登場。そして「映画」「ポップカルチャー」
での情報や解説も魅力！この一冊がアンテナとな
り、知識や興味が膨らんでいきます。

―　寄　贈　―
下記の方より寄贈がありました。御礼申し上げます。
●長谷川清司様（編者）より
　『庶民が話す本場の中国語』　中国で放送された
連続ラジオドラマ　―プロの声優が多数出演―　
王哈哈闯世界［哈哈の世渡り］【別冊：語法補充解
説・CD付】晨鶏舎
　既成のテキストでは会話の力がつかないと感じ
た寄贈者（編著）が、かつて月刊『中国語ジャー
ナル』で連載していたラジオドラマを最高のテキ
ストとして、御自身が主宰する福井中国語講習会
で使用。それにより学習者の听力の向上が実感さ
れ、このたびドラマの中から14編を厳選し、オリ
ジナルの練習問題と短文も付けて中級から上級者
向けに編集されたテキストです。
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9 月の日中学院
星期日 星期一 星期二 星期三 星期四 星期五 星期六

1
●本科研究科 授

業再開／本科倉
石 奨 学 金 募 集

（〜 8）

2 3
●本科授業再開／

避難訓練

4 5 6 7 8
●別科公開講座入

門・基礎（13:00
〜）��

9 10 11 12
●本科倉石奨学金

発表

13 14
●本科追試
（〜 21）

15
●中国語検定受付

開始（〜 10/15）

16 17
●休日

18 19 20 21
●別科公開講座　

入門（18:45 〜）
●別科短期研修団

出発

22
●別科270期授業

最終日

23/30 24
●休日

25
●別科学期間休み
（〜 10/5）　

26 27
●別科公開講座　

入門（18:45 〜）

28
●別科短期研修団

帰国

29
●別科朗読大会

●10月の日中学院
・１日…本科推薦入試受付開始
　　　  日本語科10月生２期生入学式

・５日…別科公開講座（入門・基礎）18:45〜
・６日…別科271期授業開始（９〜11日…授業無し）
・26日…文化祭リハーサル

・27日…文化祭
　　　  安藤先生命日
・30日…本科・日本語科　文化祭代休

日　時： 2018年11月10日（土）
　　　　15：00 ～ 17：00
場　所：豫園（日中友好会館　B1）
　　　　（〒112-0004 東京都文京区後楽1-5-3）
最寄駅：飯田橋駅、水道橋駅、後楽園駅
会　費：お一人3,500円
　　　　（受付でもらい受けます）

「故平松先生をしのぶ会」のご案内
　長きにわたり日中学院に在職され、多くの学生に慕われた平松正子先生が昨年11月５日に亡くなら
れました。平松先生は教室での中国語教育の面だけでなく、講師を退任された後、校友会の活動にも
積極的に参画され、文化祭での「ピースリーディング」も熱心に指導されました。
　時は流れてやまず。瞬く間に一周忌になります。つきましては下記により、故平松正子先生を偲ぶ
会を開きます。生前故人と交誼を結ばれた方々や教えを受けられた方々と共に思い出を語りたいと思
います。ご多用とは思いますが、お出かけくださるようお願い致します。

呼びかけ人　小田富裕子、片寄浩紀、胡興智、佐藤孝志、鄭幸枝、吉田隆司
2018年９月

★参加される方は必ず事前に日中学院事務室
までご連絡下さい。

　Tel：03-3814-3591　　Fax：03-3814-3590

締切：11月１日（月）

★お花、供物、香典などはご辞退します。
★車でなく、公共交通手段でお出かけ下さい。


